東京都市大学等々力中学校・高等学校

～noblesse oblige～高潔な若人が果すべき責任と義務
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実験重視の理科教育(SSTプログラム)　　　　英語・国際教育プログラム

中1・中2で200回の実験　　　　　　　　 名門オックスフォード大学での語学研修・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バーシテイカレッジ(オーストラリア)の医療系語学研修
（帰国生に対する対応）
	帰国生
在籍者数
	中学校 1年：21名  2年：17名  3年：31名　計69名（全校生徒数761名）

高等学校  1年：21名  2年：16名  2年：2名　計 39名（全校生徒数597名）
※平成26年度より中学校に帰国生入試を導入

	
	
	募集人数
	出願者
	受験者
	合格者
	備考

	応募状況
	中学
	2017年度
	　　20名　
	 98名
	94名
	 76名
	海外からの編入試験も実施。

	
	
	2018年度
	　　20名
	110名
	103名
	 85名
	

	受入後の

指導等


	1 グローバルリーダーズ(GL)プログラム

1　授業形態の変革で生徒の学びの質を変え、考える力・発信力・共感力を養う

　・双方向・問答対話形式による参加・発信型の授業に参加

　・問題解決プログラムを作成し、プロジェクトベースの課題を提供します

　・1st Stage(中1・中2)の理科の授業は実権重視のSSTプログラムを実施

　・システムLiP(リテラシーの授業)で表現力を養い円滑な人間関係を構築します

2　英語国際教育のロードマップに添って具体的な数値目標で英語力の向上を図る

　・シンクロリーディングやシャドーイングなどの手法で多読・音読を重視した英語の授業を行います
　・1st Stageの英語の授業は習熟度別クラス編成(2クラス3展開)となります。

　・2nd Stage(中3・高1)では、国内生の留学希望者と帰国生を含む英語力の高いクラスを1クラス編成します。

　 ・English salonで日常的にネイティブ(先生・留学生)との交流を推進します。

3　都市大等々力にしかない海外語学研修

　・イギリスの名門パブリックスクール「Rugby校」との2校換交流を実施

　・オーストラリアのトップ校Queensland Academy高校と理系医学系のサマープログラムを実施

　・1年間の留学を中核のカリキュラムとしたGL・留学プログラムへの参加も可能

　・高校からの入学生は世界屈指の名門Oxford大学ハードフォードカレッジへの修学旅行を実施

4　フォロー体制

　・システム4A(自学自習とミニマムエッセンシャルズの定着のため毎朝到達度テストを行い、未収得の事項がないか確認します）
　・TQノート(毎週土曜日の朝の「TQの時間」で翌週の学習計画を作成し、計画通りに実行できたか自己チェックしていくノートです（時間管理能力と自習の涵養を促します）
5   2018年大学進学実績(卒業生176名)

　　国公立　43名・早慶上理ICU　94名・GMARCH　180名


（問合わせ先）　　東京都市大学等々力中学校・高等学校　　　教頭　二瓶克文（にへい　かつふみ）
TEL：03-5962-0104／mail:k-nihei@tcu-todoroki.ed.jp／http://www.tcu-todoroki.ed.jp
